
稗田小学校稗田小学校稗田小学校稗田小学校「「「「学力向上学力向上学力向上学力向上プランプランプランプラン」」」」全体計画全体計画全体計画全体計画

【 】【 】【 】【 】育育育育てるてるてるてる学力学力学力学力

◎自ら学び考えようとする力（学習への関心・意欲・態度）

◎問題解決能力（思考力・判断力・表現力等）

◎各教科における基礎・基本の力

【【【【基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方】】】】

◎学力向上推進委員会による積極的な推進

◎教職員の実践的指導力を高める校内研修の充実

【 】【 】【 】【 】重点重点重点重点をををを置置置置いていていていて取取取取りりりり組組組組むむむむ教科教科教科教科、、、、領域領域領域領域

◎道徳（主題研）

◎算数科、国語科、総合的な学習の時間

（基礎・基本の力の育成）

◎【【【【 学 力向上学力向上学力向上学力向上をををを 図図図図るるるる学習指導学習指導学習指導学習指導 】】】】

主題研究を通して（道徳）

◎「豊かな心をもち、進んで実践しよう

とする稗田っ子の育成」

◎個に応じた指導の実施

・ＴＴ、少人数授業

・課題別、習熟度別学習

・発展的、補充的学習

◎基礎、基本の確実な習得

・週案の作成と計画的な実践

・反復練習

・小テストの実施（計算・漢字）

◎形成的評価の活用

（児童の自己評価活動の位置づけ ）

◎ 総合的な学習の時間の充実

【【【【学力定着学力定着学力定着学力定着をををを図図図図るるるる日常的指導日常的指導日常的指導日常的指導】】】】

読み・書き・計算等のスキルタイム◎

朝の活動（8:30～8:40）

・読書タイム（毎日）

授業の中で（5分間ドリル）

・算数（計算タイム）週２回

・国語（漢字・音読・視写等）

◎個に応じた学習指導の充実

・個別指導（昼休み・放課後）

・ＴＴ，少人数授業

・家庭学習の充実

・自ら課題を設定した学習

（自主学習）

【【【【評価評価評価評価のののの仕方仕方仕方仕方とととと評価評価評価評価をををを生生生生かすかすかすかす指導指導指導指導のののの改善改善改善改善】】】】

◎評価規準に基づいた評価の実施（指導と評価の一体化）

◎学期末・学年末における学力定着テスト（チャレンジ週間、学力テスト）

◎評価結果の分析、指導の改善

◎評価委員会による推進体制づくり

【【【【本校職員本校職員本校職員本校職員のののの指導力向上指導力向上指導力向上指導力向上のためののためののためののための研修研修研修研修】】】】

◎授業研究の実施を通しての指導方法工夫改善

◎基礎学力を確かに身につけさせる実践的指導法の研修

◎研究発表会、教育センター、各種研修会の主体的な参加、研修内容の報告
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【【【【評価結果評価結果評価結果評価結果・・・・改善策等改善策等改善策等改善策等のののの公表公表公表公表】】】】

◎学校・学年・学級通信（学習のねらいや内容・評価等）

◎保護者懇談会（年３回）

【【【【児童児童児童児童のののの学力実態学力実態学力実態学力実態】】】】

◎基礎学力の定着

◎学ぼうとする意欲や態度が弱い

◎読解力の不足



基礎・基本の手引き

稗田小学校

基 礎・基 本学年等

① ひらがな・カタカナの清音すべてが読めて書ける。

② 拾い読みではなく、文章が読める。

③ 配当漢字のすべてが読め、８割の漢字を書くことができる。１ 年

④ 助詞の使い分け（てにをは）を適切に使い分けて文章がかける。

⑤ 繰り上がりのあるたし算・繰り下がりのあるひき算ができる。（９０％）

① 拾い読みではなく、文章がすらすら読める。

② 配当漢字のすべてが読め、８割の漢字を書くことができる。

③ 時間を追って、経験を話したり、書いたりできる。２ 年

④ 九九がよどみなく言える。（９０％）

⑤ ２位数までのたし算・ひき算の筆算ができる。（９０％）

⑥ 決められた長さの直線を正しく引くことができる。（９０％）

① 句読点に気をつけて、はっきりした声で音読できる。

② 配当漢字のすべてが読め、９割の漢字を書くことができる。

③ 人に分かるようにはっきりとした受け答えができる。３ 年

④ ３位数のたし算・ひき算の筆算ができる。（念頭で、９０％）

⑤ 除数と商が１位数のわり算が正しくできる。（９０％）

⑥ ２位数×２位数、２，３位数×１位数、３位数×２位数のかけ算の筆算がで

きる。（９０％）

① 句読点に気をつけて、はっきりした声で音読できる。

② 配当漢字のすべてが読め、８割の漢字を書くことができる。４ 年

③ ローマ字を適切に読み書きできる。

④ 国語辞典、漢和辞典を正しく使うことができる。

⑤ １位数、２位数でわるわり算の筆算ができる。（９０％）

① 内容がよく分かるように音読できる。

② 配当漢字のすべてが読め、８割の漢字を書くことができる。５ 年

③ 体験や調べたことを簡潔にまとめ、分かりやすい文章で書ける。

④ 小数のかけ算やわり算ができる。（７０％）

⑤ 円周や円の面積を求めることができる。（７０％）

① 内容がよく分かるように音読できる。

② 配当漢字のすべてが読め、８割の漢字を書くことができる。６ 年

③ 体験や調べたことを簡潔にまとめ、分かりやすい文章で書ける。

④ 異分母分数のたし算やひき算ができる。（８０％）

⑤ 分数のかけ算やわり算ができる。（８０％）

① 基本的な生活習慣（鉛筆の持ち方、忘れ物をしない、返事、姿勢、人の話を 聞く、忘れ物をしないよう連絡指導の

帳をきちんと書く・見る）を身に付ける。原則

② 習っていない漢字でも必要に応じて読みを意識づける。

③ できる限りノートにていねいに書かせることに努力する。

④ 定規やコンパスなど、上手に使えるよう指導する。

⑤ 筆算には必ず定規を使わせる。

⑥ 百マス計算のような反復練習を大切にしていく。

⑦ 文章問題は、式・筆算・答えの３つを必ず書くこととし、筆算は消さない。

⑧ 家庭学習は、学年×１０分程度を基本にする。そして、それに応じた宿題を

出すものとする。


